
粉砕FRPの粒径と複合材料の機
械的特性との関係

0

25

50

0.1 1 10

FRPの粒径/mm

破
壊

強
度

(M
P

a)
，

弾
性

率
( 
x1

0G
P

a)

0

5

10

ア
イ

ゾ
ッ

ト
衝

撃
値

(k
J
/
m

2
)

● ：破壊強度 ▲：弾性率 ■：アイゾット衝撃値

PP

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

＜0.3 0.3～1.0 1.0～2.8 2.8～5 5～10 10～20

FRPの粒径/mm

粒
度

分
布

10mm10mm

20μm

プレス成形可能領域

射出成形
可能領域

積算粒度分布

0.85

0.45

粉砕FRPの粒度分布と外観

複合材料の機械的特性に対する相溶化剤の添加効果

酸系相溶化剤を配合すること
で強度が向上

0

25

50

無添加 SEBS PO PO-g-St PolyEster MPP PP-b-AA

強　度 弾性率

破
壊

強
度

(M
P

a)
，

弾
性

率
( 
x1

0G
P

a)

相溶化剤

FRP15%，相溶化剤10% 強度向上

0

25

50

無添加 SEBS PO PO-g-St PolyEster MPP PP-b-AA

0

5

10

弾性率 衝撃値

ア
イ

ゾ
ッ

ト
衝

撃
値

(k
J
/
m

2
)

弾
性

率
( 
x1

0
G

P
a)

相溶化剤

FRP15%，相溶化剤10%

衝撃強さ向上

スチレン系相溶化剤を配合する
ことで衝撃強さが向上

相溶化剤を添加しても，弾性率は
あまり変化しない

FRPの複合化マテリアルリサイクル
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　　研究成果

　　研究概要

　難リサイクル材であるFRPをマテリアルリサイクルするために，H13年度の研究成果を受
けて廃PPと短時間粉砕で得られる粗粉砕FRPの複合材料の実用化について検討し， FRPの

粒度，配合量の機械的特性に対する影響，相溶化剤添加による改善効果について明らかにした。

ポリプロピレンをベースとした廃プラスチックのマテリアルリサイクル技術の開発


